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納変化に及ぼす着衣条件の影響

　〇平田耕造．湯谷　操.増田茅子．金沢大医

〔(社)日本家政学会

永坂鉄夫

目的＞　本研究は異なる湿度環境で運動を行なうとき、素材の異なる衣服着用により体

出納がいかに影響されるか検討することを目的とした。

方法＞　男性５名を被験者とし。室温30‘C、湿度20?または703:の人工気象室で、50分間

安静の後、40≪Vo2iiiaxの自転車運動を60分間行なわせた。着衣は　1）ブリーフ。ランニン

パンツのみの裸体(NUDE）と　2)iooj;羊毛製(MOODまたは　3）iook;ポリエステル製(PE)

ブリーフ、長袖丸首シャツ、長ズボンおよびミトン型手袋を着用する３条件とした。湿

と着衣条件を組合せ、各被験者６回の実験は。別の日の同一時刻に行なった。

結果＞　食道温（Tes）.鼓膜温は運動により上昇したが、低湿環境では着衣条件の違い

よる差はなかった。高湿環境ではNUDEに比べ着衣時に大きく上昇し、その程度はPE着用

の方が町）0L着用時より大きかった。７点の皮膚温から算出した平均皮膚温（Ｔｓｋ）は。低

環境ではNUDE時に平均　1 .04 °C低下し。着衣時にはPE, HOOLとも0.12‘C上昇した。高湿

境では, NUDE時わずかに0.04'C低下したが。着衣時には上昇した(PE：　0.96‘C, WOOL：

92°C）。TesとTskに各々0.9と0.1のおもみづけをして求めた平均体温の上昇は、低湿

境では0.89°C（NUDE)、1 .00°C(PE）, 1.01■C(WOOL）であった。高湿環境では0.99°C（NUD

, 1.37’C(PE）、1.26°C(liOOL)であった。体熱出納の変化は、低湿環境では蒸散性熱放散

（Ｅ）は、NUDEに比べPEとiOOL着用により促進したが。非蒸散性熱放散量(R ＋C+ K）は低下し

。一方、高湿環境ではＥに着衣条件による差はなかったが, R +C + KはNUDEに比べ着衣によ

抑制された。その程度はWOOLよりPE着用時のほうが大であった。

D 22
　　　　気温と着衣が安静および軽運動時の人体に及ぼす影響

－レクリェーションにおける快適温熱環境に関する基礎的研究 その５一
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　目的　気温と着衣が安静時および運動時の人体に及ぼす影響を明らかにすることを目的

として，気温および着衣条件設定のもとに人体に運動を負荷し，生理的・心理的反応を測

定する実験を行い，人体影響を明らかにするとともに着衣量についての検討を行った。

　方法　実験は着衣と気温の組み合わせ条件をビキニ気温2O'C～3 0"C ，半袖T シャツ・短

パンを20T～27. 5℃,長袖シャツ・ズボン15-C～2 5℃で設定し，相対湿度50％.気流0. 2

m／s 以下は一定とした。被験者は設定気温の人工気候室で設定着衣に着替えて，測定装置

の装着を行い，入室30分後から約30分間の安静をとり,その後, 25Wの運動を自転車エル

ゴメーターで40分間負荷し，人体の皮膚温12点，直腸温，心拍数

量などの生理的反応，温冷感や快適感などの心理的反応，および

面温度などについて測定した。実験は1988年10月～11月に行った

代謝量および体重減少

衣服内温湿度や衣服表

　結果　①平均皮膚温は気温が高くなるほど着衣か多くなるほど，高くなり,水分蒸発放

熱量は安静時はほぽ同じであるが，運動時には半袖でやや大きくなる傾向が認められた。

　②温冷感は気温が高くなるほど着衣が多くなるほど，暑い側の申告となった。温熱的中

性申告は安静時，ビキニ気温2 6゛C，半袖2 4 . 5℃.長袖2 1 . 5 ℃近傍で得られ，運動時ではビ

キニ2 1 . 5℃,半袖2 0 . 5 ℃,長袖1 8 . 5 ℃近傍で得られた。　③着衣量の算出方法について花

田らの衣服重量からの算出式と酉らの衣服表面温度，皮膚温および気温から算出する着衣

量とを比較すると約４割西らの式の方が着衣量は小さい値となった。着衣量と快適気温と

の関係は，西らの式の方が既往の結果に近い値となったが，今後さらに詳細な検討が必要

であると考えられる。


